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Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協

力
会
議
は
、
太
平
洋
を
囲
む
ア
ジ
ア
、

オ
セ
ア
ニ
ア
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
主
要

二
一
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
参
加
す
る
地
域
協

力
の
政
府
間
協
議
組
織
で
あ
る
。
貿
易

投
資
の
自
由
化
円
滑
化
お
よ
び
各
分
野

の
経
済
技
術
協
力
を
中
心
と
し
て
担
当

官
僚
が
中
心
と
な
っ
て
情
報
交
換
、
実

施
上
必
要
な
協
議
を
年
間
を
通
じ
て

行
っ
て
お
り
、
毎
年
秋
に
首
脳
会
議
、

閣
僚
会
議
で
総
括
す
る
。
一
九
八
九
年

に
発
足
し
た
か
ら
、
す
で
に
二
一
年
目

に
入
っ
て
い
る
。

　

た
だ
経
済
活
動
自
体
は
民
間
ビ
ジ
ネ

ス
が
行
う
か
ら
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
活
動
へ
の

ビ
ジ
ネ
ス
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
き

た
。
一
九
九
六
年
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ラ
モ

ス
大
統
領
は「
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
ビ
ジ
ネ
ス
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
は
や
ら

せ
た
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
参
加
エ
コ
ノ

ミ
ー
か
ら
三
人
ず
つ
が
参
加
す
る
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
諮
問
委
員
会
（
Ａ
Ｂ
Ａ

Ｃ
）
を
設
け
て
、
毎
年
首
脳
会
議
の
際

に
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
と
首
脳
が
懇
談

し
て
い
る
。

　

学
は
ど
う
な
の
か
。
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
前

身
と
も
言
う
べ
き
、
参
加
エ
コ
ノ
ミ
ー

も
か
な
り
重
複
す
る
太
平
洋
経
済
協
力

会
議
（
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
）
と
い
う
半
官
半
民

の
協
議
組
織
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
産

官
学
の
三
者
構
成
で
あ
り
、
学
も
参
加

し
て
い
た
。
も
っ
と
も
大
学
・
研
究
所

の
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
な
く
、
シ
ン
ク
タ

ン
ク
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
国
際
機
関

も
含
む
広
義
の
学
で
あ
る
。
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

発
足
後
も
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
は
継
続
し
、
Ａ
Ｂ

Ａ
Ｃ
と
並
ん
で
政
策
提
言
に
関
わ
っ
て

い
る
。

　

こ
れ
と
は
別
に
一
九
九
五
年
か
ら
各

エ
コ
ノ
ミ
ー
で
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン

タ
ー
と
い
う
組
織
が
発
足
し
、
そ
の
国

際
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会
議
が
首
脳
会

議
・
閣
僚
会
議
と
同
じ
開
催
エ
コ
ノ

ミ
ー
が
主
催
し
て
き
た
。
実
は
そ
の
第

一
回
は
東
京
で
開
催
さ
れ
、
筆
者
自
身

関
わ
っ
た
。

　

今
年
七
月
八
〜
九
日
、
日
本
貿
易
振

興
機
構
の
会
議
室
で
、
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
が
主
催
し
て
、
そ
の
第
一
六
回
会

議
が
開
か
れ
た
。
日
本
は
二
度
目
の
開

催
で
あ
る
。
筆
者
も
こ
の
会
議
に
長
く

関
わ
っ
て
き
た
も
の
と
し
て
お
手
伝
い

し
た
が
、
そ
の
報
告
を
『
ワ
ー
ル
ド
・

ト
レ
ン
ド
』
に
掲
載
す
る
に
当
た
り
、

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
歴
史
と
日

本
の
関
わ
り
に
つ
い
て
記
す
よ
う
求
め

ら
れ
た
。
日
本
で
は
筆
者
以
外
に
知
る

人
も
居
な
い
の
で
記
録
に
残
す
価
値
も

あ
ろ
う
か
と
思
い
、
喜
ん
で
お
引
き
受

け
し
た
次
第
で
あ
る
。そ
の
視
点
を「
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
へ
の
学
の
参
加
」
に
置
い
て
説

明
し
、
今
後
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン

タ
ー
活
動
の
展
望
も
果
た
し
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
自
体
に

つ
い
て
説
明
す
る
余
裕
は
な
い
の
で
、

拙
著
『
ア
ジ
ア
太
平
洋
協
力
―
二
十
一

世
紀
の
新
課
題
』（
日
本
貿
易
振
興
機

構
二
〇
一
〇
年
刊
）を
参
照
さ
れ
た
い
。

● 

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
発
足

　

一
九
九
四
年
の
三
月
頃
だ
っ
た
と
思

う
が
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
の
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
担
当
の
補
佐
官
、
サ
ン
デ
ィ
ー
・
ク

リ
ス
ト
フ
か
ら
呼
ば
れ
て
、
ワ
シ
ン
ト

ン
に
行
っ
た
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
ア

ネ
ッ
ク
ス
の
建
物
に
そ
う
い
う
人
々
の

オ
フ
ィ
ス
が
あ
っ
て
、
脇
の
通
用
門
で

名
前
を
言
う
と
中
に
入
れ
て
く
れ
、
二

階
の
ク
リ
ス
ト
フ
の
オ
フ
ィ
ス
へ
行
く

よ
う
案
内
さ
れ
た
。
日
本
の
官
庁
の
よ

う
に
警
備
が
厳
し
く
な
い
。
夕
方
の
五

時
近
く
で
暗
く
な
り
か
け
て
い
て
、
電

燈
が
灯
っ
て
い
た
。
私
の
大
学
の
本
館

の
よ
う
な
古
い
建
物
で
、
階
段
の
上
り

口
近
く
の
彼
女
の
オ
フ
ィ
ス
を
ノ
ッ
ク

す
る
と
、
こ
れ
も
大
学
の
研
究
室
の
よ

う
な
細
長
い
、
正
面
に
窓
が
あ
る
だ
け

の
部
屋
で
、
ド
ア
に
近
い
小
さ
な
ソ

フ
ァ
ー
に
向
か
い
合
っ
て
話
し
た
。
大

柄
の
中
年
の
婦
人
で
あ
る
。

　

前
年
シ
ア
ト
ル
の
首
脳
宣
言
の
中

で
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立

ち
上
げ
る
と
書
い
た
の
で
、
そ
の
実
現

に
つ
い
て
相
談
し
た
い
と
い
う
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
心
当
た
り
が
あ
っ
た
。
私

も
参
加
し
た
賢
人
会
議
報
告
の
末
尾

に
、
私
が
高
等
教
育
で
の
協
力
の
必
要

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
へ
の
学
の
参
加

　
　
　

―
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
起
源
と
可
能
性山

澤
逸
平
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を
力
説
し
、「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の

将
来
世
代
へ
の
最
も
有
望
な
投
資
」
と

し
て
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
シ
ン
ボ
ル
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
な
る
だ
ろ
う
と
書
い
た
か

ら
で
あ
る
。

　

賢
人
会
議
報
告
の
中
核
は
貿
易
投
資

の
自
由
化
で
、
バ
ー
グ
ス
テ
ン
議
長
は

そ
の
部
分
は
自
分
で
書
い
た
が
、
経
済

協
力
部
分
は
任
せ
て
く
れ
た
。
首
脳
宣

言
の
中
に
は
「
将
来
世
代
へ
の
投
資
」

と
い
う
文
言
が
入
っ
て
い
て
、
私
の
提

案
を
聞
い
て
く
れ
た
か
と
喜
ん
で
い
た

か
ら
で
あ
る
。

　

首
脳
宣
言
は
ク
リ
ス
マ
ス
・
ツ
リ
ー

と
い
わ
れ
て
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
取
り
上
げ

て
欲
し
い
分
野
を
い
ろ
い
ろ
取
り
付
け

て
お
き
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
慣
行
が
あ

り
、
そ
の
た
め
に
首
脳
宣
言
の
枚
数
が

増
え
た
。
も
っ
と
も
シ
ア
ト
ル
宣
言
は

第
一
回
目
で
、こ
の
慣
行
も
初
め
て
で
、

二
ペ
ー
ジ
の
短
い
宣
言
文
で
、
執
筆
者

の
ク
リ
ス
ト
フ
も
そ
の
実
現
に
真
剣

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
宣
言
で
は
「
高
等

教
育
で
の
地
域
協
力
、
主
要
な
地
域
経

済
問
題
の
研
究
、
労
働
者
の
移
動
の
増

進
、
地
域
の
多
様
性
の
理
解
」
が
挙
げ

ら
れ
て
い
た
。

　

私
は
大
賛
成
で
、
い
く
つ
か
の
具
体

化
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
、
五
月

に
シ
ア
ト
ル
で
開
催
さ
れ
る
教
育
担
当

者
の
会
合
へ
の
出
席
を
約
束
し
て
、
辞

去
し
た
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
訪
ね
る

と
い
う
緊
張
が
終
わ
っ
て
ほ
っ
と
し
て

外
に
出
る
と
、
も
う
す
っ
か
り
暗
く

な
っ
て
い
て
、
人
並
み
も
ま
ば
ら
な
街

角
を
ホ
テ
ル
へ
向
け
て
歩
い
た
。

● 

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
教
育
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ

ブ
会
議

　

一
九
九
四
年
五
月
、
シ
ア
ト
ル
に
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
参
加
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
教
育
担
当

者
が
集
ま
っ
た
。
私
は
日
本
の
代
表
団

で
は
な
く
、
専
門
家
と
し
て
参
加
し
、

Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｐ（
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
交
流
）

で
の
学
生
交
流
促
進
の
現
状
と
、
Ｐ
Ｅ

Ｃ
Ｃ
で
の
経
済
協
力
研
究
の
実
情
を
紹

介
し
た
。
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｐ
は
国
大
協
の
専
門

委
員
と
し
て
か
か
わ
っ
て
い
た
し
、
後

者
は
私
の
専
門
分
野
で
あ
っ
た
。
こ
の

シ
ア
ト
ル
会
議
で
は
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｐ
や
ア
メ

リ
カ
の
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

拡
充
と
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
参
加
エ
コ
ノ
ミ
ー

で
既
存
の
組
織
を
活
用
し
て
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る
こ
と
を
決

め
た
。

●
日
本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
発
足

　

日
本
国
内
で
は
、
文
部
科
学
省
の
依

頼
を
受
け
て
、
六
大
学
と
二
研
究
所
に

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る

こ
と
を
決
め
た
。
神
戸
大
学
、
広
島
大

学
、
名
古
屋
大
学
、
横
浜
国
立
大
学
、

政
策
研
究
大
学
院
大
学
と
一
橋
大
学

で
、
一
橋
を
除
け
ば
い
ず
れ
も
当
時
国

際
協
力
研
究
科
や
国
際
開
発
研
究
科
の

専
門
大
学
院
が
発
足
し
た
ば
か
り
で
、

そ
こ
に
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
を
付

設
し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
に
関
心
を

持
っ
て
く
れ
る
人
々
が
い
る
と
期
待
し

た
か
ら
で
あ
る
。
筆
者
の
一
橋
大
学
で

は
そ
の
よ
う
な
母
体
も
な
か
っ
た
か

ら
、
私
の
研
究
室
に
付
設
す
る
こ
と
に

し
て
、
教
授
会
で
了
解
し
て
も
ら
い
、

研
究
室
の
ド
ア
に
「
一
橋
大
学
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
記
し
た
紙
を
貼

り
付
け
た
。
さ
ら
に
院
生
に
手
伝
っ
て

も
ら
っ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し

た
。
二
研
究
所
は
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

と
国
際
問
題
研
究
所
で
あ
る
。
八
つ
の

機
関
で
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
日
本

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組
織
し
、
私
が
代

表
と
な
り
、
政
策
研
究
大
学
院
大
学
に

事
務
局
を
引
き
受
け
て
も
ら
っ
た
。
一

九
九
四
年
暮
で
あ
っ
た
。

　

主
要
な
目
的
を
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
関
連
研
究

の
推
進
と
関
連
教
育
の
拡
充
、
研
究
成

果
の
公
表
と
一
般
広
報
と
し
た
。
初
年

度
に
は
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
が
、
中
心

と
な
っ
て
各
大
学
と
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
関
連

研
究
を
推
進
し
た
の
で
、
大
い
に
弾
み

が
つ
い
た
。
若
手
の
同
僚
を
誘
い
、
大

学
院
生
に
は
研
究
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ

た
。
若
手
研
究
者
や
大
学
院
生
へ
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
へ
の
関
心
を
広
め
る
こ
と
も
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
目
的
の
ひ
と
つ

で
あ
っ
た
。
一
九
九
五
年
一
一
月
の
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
大
阪
会
議
に
対
応
し
て
、
一
〇

月
に
日
本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
第
一
回

会
議
（
国
内
研
究
会
議
と
事
務
連
絡
会

議
）
の
開
催
を
神
戸
大
学
に
お
願
い
し

て
い
た
。
一
月
の
阪
神
淡
路
大
地
震
で

被
害
を
受
け
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

盛
大
な
会
議
を
開
い
て
い
た
だ
い
た
。

　

一
九
九
六
年
に
は
国
際
大
学
、
筑
波

大
学
、
小
樽
商
科
大
学
が
参
加
し
、
一

九
九
七
年
に
は
慶
応
義
塾
大
学
、
早
稲

田
大
学
、
立
命
館
大
学
が
参
加
し
て
一

二
大
学
二
研
究
所
と
な
っ
た
。
日
本
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
第
二
回
目
は
一
九
九

六
年
名
古
屋
大
学
が
、
第
三
回
は
一
九

九
七
年
広
島
大
学
が
、
第
四
回
は
一
九

九
八
年
横
浜
国
立
大
学
が
開
催
し
て
く

れ
た
。
そ
の
成
果
は
『
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究

セ
ン
タ
ー
日
本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
平
成

七
〜
九
年
度
活
動
報
告
書
』（
平
成
一

〇
年
三
月
）
に
邦
文
お
よ
び
英
文
で
ま

と
め
た
。
各
参
加
機
関
の
研
究
・
教
育

活
動
を
分
野
別
研
究
成
果
・
検
索
も
含

め
た
詳
細
な
も
の
で
あ
る
。

●
国
際
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会
議

　

ほ
ぼ
同
時
期
に
他
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
参
加

国
で
も
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設



37

APEC への学の参加 ―APEC研究センターの起源と可能性

アジ研ワールド・トレンドNo.183 （2010. 12）

立
が
進
み
、一
九
九
五
年
三
月
に
東
京
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
村
で
第
一
回
の
国
際
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会
議
を
開
い
た
。
一
五

エ
コ
ノ
ミ
ー
が
参
加
し
た
。
当
年
に
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
を
開
催
す
る
日
本
の
代
表
の
筆

者
と
、
前
年
開
催
（
実
際
に
は
前
前
年

だ
が
）
の
ア
メ
リ
カ
の
ヘ
ル
マ
ン
教
授

と
翌
年
開
催
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
代
表
と

三
人
の
共
同
議
長
で
運
営
し
た
。
こ
の

方
式
は
そ
の
後
も
こ
の
会
議
で
踏
襲
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
年
は
日
本
は
九
月
に

再
度
国
際
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会
議
を
同

じ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
村
で
開
催
し
て
い

る
。

　

会
議
の
主
要
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
各
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
活
動
報
告
と
参

加
者
個
人
に
よ
る
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
報
告

で
あ
る
。
後
者
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
地
域
の
経

済
・
政
治
・
社
会
・
文
化
と
広
汎
に
亘
っ

た
。
国
際
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会
議
は
毎

年
五
〜
七
月
に
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
主
催
エ
コ

ノ
ミ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
一
九
九
六
年

は
マ
ニ
ラ
で
、
一
九
九
七
年
は
カ
ナ
ダ

の
バ
ン
フ
ー
で
、
一
九
九
八
年
は
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
、
一
九
九
九
年
は

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
、
二
〇
〇
〇
年
は
ブ

ル
ネ
イ
で
、
二
〇
〇
一
年
は
天
津
で
開

催
さ
れ
た
。

　

日
本
か
ら
は
六
〜
七
名
づ
つ
参
加
し

て
、
全
員
報
告
し
、
か
つ
そ
の
前
後
に

現
地
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の

交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
た
。
加
え

て
、
一
九
九
七
年
三
月
に
は
東
京
の
国

連
大
学
で
、Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
・

国
連
大
学
共
催
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
い
た
。
研
究
報
告
で
も
、
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
の
貿
易
投
資
自
由
化
の
個
別
行
動
計

画
の
評
価
や
、
分
野
別
早
期
自
由
化
の

挫
折
プ
ロ
セ
ス
の
分
析
（
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
（
当
時
）
の
岡
本
次
郎
氏
）
と

い
っ
た
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
活
動
の
根
幹
に
か

か
わ
る
課
題
を
取
り
上
げ
た
。日
本
は
、

初
め
の
七
年
ほ
ど
は
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究

セ
ン
タ
ー
活
動
で
も
っ
と
も
活
発
な
エ

コ
ノ
ミ
ー
だ
っ
た
と
言
っ
て
良
い
。

●
政
府
の
支
援
措
置

　

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
政
府

の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
で
、
大
多
数
の
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
設
立
さ
れ
た

が
、ど
の
よ
う
な
支
援
措
置
が
と
ら
れ
、

成
果
が
上
が
っ
た
か
。

　

日
本
で
は
前
述
の
よ
う
に
、
初
年
度

の
一
九
九
五
年
に
は
、
文
部
科
学
省
の

予
算
で
大
規
模
の
国
際
会
議
を
開
催

し
、
経
済
産
業
省
の
予
算
で
委
託
研
究

等
が
行
わ
れ
た
。
前
掲
の
活
動
報
告
書

に
は
多
彩
な
研
究
成
果
が
載
せ
ら
れ
て

い
る
。翌
一
九
九
六
年
か
ら
三
年
間
は
、

文
部
科
学
省
の
特
別
研
究
費
で
三
〇
〇

万
円
弱
の
予
算
が
、
日
本
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
に
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
予
算
は
各

大
学
に
配
分
し
て
、
前
掲
の
国
際
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
会
議
へ
の
参
加
費
を
賄

い
、研
究
は
自
前
で
や
っ
て
も
ら
っ
た
。

こ
の
予
算
は
一
九
九
九
〜
二
〇
〇
一
年

度
に
も
延
長
さ
れ
て
、
同
程
度
の
活
動

を
維
持
で
き
た
。
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

は
日
本
で
唯
一
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン

タ
ー
で
数
名
の
専
従
者
を
持
て
た
機
関

で
、
ア
ジ
研
か
ら
国
際
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
会
議
に
も
派
遣
し
た
。
一
九
九
八
〜

二
〇
〇
三
年
間
、
た
ま
た
ま
筆
者
が
兼

任
の
所
長
に
就
任
し
た
の
で
、
毎
年
一

〇
月
に
メ
デ
ィ
ア
向
け
の
そ
の
年
の
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
目
玉
の
説
明
会
を
開
い
た
。

　

他
方
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
カ
ナ
ダ
、

韓
国
、
中
国
、
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
タ
イ

ペ
イ
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、

政
府
が
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
を
ひ

と
つ
に
絞
っ
て
財
政
支
援
し
た
。
韓
国

で
は
政
府
の
研
究
所
で
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
や
Ｐ

Ｅ
Ｃ
Ｃ
の
業
務
を
兼
ね
て
い
る
し
、

チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
タ
イ
ペ
イ
で
は
民
間

の
研
究
所
だ
が
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
や
Ｐ
Ｅ
Ｃ

Ｃ
の
支
援
業
務
を
し
て
い
る
。
い
ず
れ

も
国
際
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会
議
に
派
遣

し
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
開
催
年
に
は
会
議
を
開

催
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
は
日
本
と
同

じ
く
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
、ハ
ワ
イ
大
学
、

カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
イ
校

と
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
が
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
立

し
た
が
、
政
府
の
財
政
支
援
は
皆
無
だ

そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
の
フ
ァ
イ
ン

バ
ー
グ
教
授
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
活
動
の
専

門
家
に
よ
る
評
価
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
大
学
、
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
等
に
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
が
で
き
て
、
国

際
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会
議
に
は
律
儀
に

参
加
し
て
い
る
。

　

日
本
で
は
二
〇
〇
二
年
度
以
降
、
文

部
科
学
省
の
予
算
が
打
ち
切
ら
れ
て
、

日
本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
活
動
は
停
滞

し
た
。
二
〇
〇
三
年
筆
者
自
身
が
地
方

の
大
学
院
大
学
の
学
長
に
転
任
し
て
、

専
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
事

情
は
あ
っ
た
。
し
か
し
政
府
の
呼
び
か

け
で
始
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
予
算

の
切
れ
目
が
縁
の
切
れ
目
で
、
自
前
の

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
者
が
育
た
な
か
っ
た
と

言
う
こ
と
か
。私
自
身
は
学
長
退
任
後
、

二
〇
〇
七
年
、
二
〇
〇
九
年
報
告
者
と

し
て
招
か
れ
て
国
際
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

会
議
に
復
帰
し
た
。
今
年
日
本
が
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
を
主
催
す
る
順
番
に
な
っ
て
、
国

際
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会
議
も
開
催
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
が
、
ア
ジ
ア

経
済
研
究
所
が
引
き
受
け
て
、
立
派
に

果
た
し
て
く
れ
て
、
感
謝
し
て
い
る
。
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●
学
の
参
加
は
果
た
さ
れ
た
か

　

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
起
源
お

よ
び
そ
の
後
の
経
緯
は
以
上
の
と
お
り

で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
へ

の
学
の
参
加
は
果
た
さ
れ
た
か
。

　

毎
年
の
国
際
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会
議

は
途
切
れ
ず
に
続
い
て
き
た
。
当
初
は

一
〇
〇
名
を
越
す
参
加
者
が
い
た
が
、

現
在
で
は
外
国
か
ら
の
参
加
は
四
〇
名

余
で
、
開
催
地
参
加
者
を
含
め
て
七
〇

〜
八
〇
名
程
度
か
。
会
議
の
冒
頭
に
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
担
当
大
臣
か
高
級
実
務
者
が
当

年
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
つ
い
て
説
明
し
て
く

れ
、
会
議
開
催
の
機
会
に
若
手
研
究
者

や
学
生
に
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
つ
い
て
広
め

る
機
会
を
提
供
し
て
き
た
。
そ
の
開
催

地
参
加
が
減
っ
て
き
た
の
は
残
念
で
あ

る
。

　

他
方
、
始
め
は
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
に
比
べ
て

専
門
性
が
低
く
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
地
域
の
政

治
・
経
済
・
社
会
の
報
告
が
多
か
っ
た

の
が
、
今
回
の
会
議
も
含
め
て
近
年
は

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
貿
易
投
資
自
由
化
や
、
経

済
技
術
協
力
、
包
摂
的
成
長
等
新
課
題

に
つ
い
て
の
報
告
が
増
え
た
。
こ
れ
は

Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
と
の
共
同
開
催
（
今
回
は
連

続
し
て
開
催
）
が
増
え
て
、
参
加
者
が

重
複
し
て
来
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
今
回

は
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
に
つ
い
て
の
報
告
も
あ
っ

た
。
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
6
グ

ル
ー
プ
の
国
際
研
究
機
関
で
あ
り
、
若

手
研
究
者
が
参
加
し
て
い
る
。
今
後
は

こ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
と
の
共
同
開
催

も
進
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
今
回
の
会
議
で
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

事
務
局
に
新
設
さ
れ
た
ポ
リ
シ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
ユ
ニ
ッ
ト
（
Ｐ
Ｓ
Ｕ
）
か
ら

参
加
し
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
説
明
が

あ
っ
た
。
Ｐ
Ｓ
Ｕ
に
は
昨
年
か
ら
一
〇

名
近
く
の
専
門
家
が
参
加
し
て
、
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
の
調
査
機
能
を
高
め
る
と
い
う
。

事
務
局
の
内
輪
の
仕
事
の
手
伝
い
で
は

な
く
、
世
界
銀
行
や
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、
Ｗ
Ｔ

Ｏ
並
み
の
外
部
に
公
表
で
き
る
仕
事
を

し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
Ｐ
Ｓ
Ｕ
の
数
人
が
参
加
し
て
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
研
究
セ
ン
タ
ー
会
議
の
議
論
に
加
わ

り
、
学
術
的
調
査
研
究
と
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の

経
済
協
力
活
動
と
が
い
っ
そ
う
結
び
つ

く
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。
そ

う
し
て
初
め
て
学
の
参
加
が
果
た
さ
れ

る
。
事
務
局
作
業
の
一
方
的
な
通
知
で

な
く
、
双
方
向
の
研
究
者
交
流
を
実
現

し
て
ほ
し
い
と
苦
言
を
呈
し
た
。

　

シ
ア
ト
ル
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
教
育
イ
ニ

シ
ャ
テ
ィ
ブ
会
議
で
合
意
し
た
、
Ｕ
Ｍ

Ａ
Ｐ
等
の
学
生
交
流
の
方
は
、
結
局
何

も
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
模
範
と
し
た
Ｅ

Ｕ
の
エ
ラ
ス
ム
ス
計
画
の
よ
う
に
、
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
内
部
の
組
織
・
活
動
と
し
て
組

み
込
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ア
ジ

ア
太
平
洋
学
長
会
議
な
る
も
の
が
開
催

さ
れ
た
と
は
聞
い
た
が
、
情
報
・
意
見

交
換
に
終
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
も
っ

と
も
こ
の
一
〇
年
間
学
生
や
若
手
研
究

者
の
国
際
移
動
は
活
発
化
し
た
。
数
カ

月
か
ら
数
週
間
の
短
期
留
学
制
度
も
普

及
し
た
し
、格
安
航
空
券
も
出
回
っ
た
。

個
別
大
学
の
努
力
で
結
構
面
倒
を
見
切

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

　

本
稿
の
初
め
に
掲
げ
た
シ
ア
ト
ル
首

脳
宣
言
の

文
言
で
は

な
い
が
、

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

へ
の
学
の

真
の
貢
献

は
「
将
来

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

を
リ
ー
ド

す
る
優
れ

た
首
脳
・

閣
僚
を
養

成
す
る
」

こ
と
で
は

な
い
か
。

ま
あ
そ
こ

ま
で
見
え

は
切
ら
な

い
と
し
て

も
、
学
の

地
道
な
貢

献
は
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
の
協
力
取
組
み
と
成
果
を
見
守

り
、
助
言
と
助
力
を
続
け
て
い
く
こ
と

で
あ
ろ
う
。

（
や
ま
ざ
わ　

い
っ
ぺ
い
／
一
橋
大
学
名

誉
教
授
）

APEC研究コンソーシアムでの討論（2010年7月　ジェトロ本部）




